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高可用NFSとは 

 NFSとは、TCP/IPネットワークを介してリモートの
ストレージを利用するクライアント・サーバモデル
の分散ファイルシステム 

 クライアント・サーバモデルなので、多数のクライ
アントに対し、本来はサーバは一つ 

 NFSサーバを冗長化し、高可用化する 

 本件では本番系・バックアップ系の2ノード構成 

 Pacemaker, DRBD, LVMの使用 

2 



動機 

 情報科学類生の有志で運用している、open-
coinsのシステムの耐障害性を上げたい 

 主にメーリングリストなどを提供中 

 http://www.open.coins.tsukuba.ac.jp/ 

 どの程度のシステムが構築出来るか、実
地で試したい 

 ストレージをNFSで集中させ、ストレージ自体
の耐障害性を上げる 
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ストレージ構成(RAID+LVM+DRBD) 
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ストレージ構成(詳細) 

 マスターサーバ 

 RAID1 (/dev/sdb + /dev/sdc) 

 LVM  

 これはオンラインスナップショットを取るため 

 冗長化とは別に、データの世代バックアップを取る 

 DRBDによるマスターサーバ・スレーブサーバ
間のミラーリング 

 リアルタイムミラーのため、誤操作(rm –rf hoge)

等によるデータ喪失へは、世代バックアップなどに
よる対応が別途必要 
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Pacemakerによる冗長化 

 さまざまなサービスを冗長化するフレーム
ワーク 

 NFS, Apache, MySQL, etc... 

 基本的にはあらかじめ用意されたスクリプ
トを用いる 
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Pacemakerによる制御 

 Pingによるネットワーク監視 

 サービス系NICが外部ネットワークへ到達出
来るか 

 DRBDのmaster/slave制御とマウント 

 Primaryノードにおいてのみファイルシステム
をマウント出来る 

 DRBDマスターになっている側でNFSサー
バを起動する 

 同時に両方が立ち上がると不整合 
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DRBDとpacemakerの構築 

 必要なプログラムはパッケージから導入出
来る 

 Ubuntu 10.04 / Debian 6.0では確認 

 DRBDの設定は比較的簡単 

 ミラーリング対象とするブロックデバイス 

 提供するブロックデバイス名 

 対向ノードのIPアドレス 

 不整合が起きたときの挙動 etc... 
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DRBDとpacemakerの構築(2) 

 pacemakerの設定はちょっと分かりにくい 

 制御するサービスの定義 

 DRBD, ファイルシステムマウント, NFSサーバ 

 サービスの起動順 

 DRBD -> FSマウント -> NFSサーバ 

 正常稼働させる条件 

 サービス系NICが不通の時は停止させる 

 正直なところ、きちんと把握せずに設定してい
る部分がある 
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耐障害性 

 どのくらいの障害に耐えられるのか 

 ファイルシステム(ext3)が載っているブロック
デバイスがDRBDなので、片方ノードが急死し
ても全く問題ない 

 NFSｖ３はステートレスプロトコルなので、書き
込み中にサーバがフェイルオーバーしても問
題はない 

 片方ノードがダウン中に書き込まれたデータ
は、復旧後にDRBDによって自動でミラーされ
る 
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考えられるその他の用途 

 Apache等と組み合わせて、webサービス
の冗長化 

 iSCSIによるストレージエリア 

 DRBDはmaster/slaveではなくmaster/master
 も可能なので、上に分散ファイルシステムを
用いることも出来る 

 KVMやXenなどと組み合わせて仮想化イン
フラとすることも出来る模様 
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参考資料 

 参考にしたサイトのまとめ 
 http://lab.mitty.jp/trac/lab/wiki/TipAndDoc/HA 

 LT資料の置き場 
 http://lab.mitty.jp/svn/lab/trunk/TipAndDoc/HA/ 
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